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概要、期待される効果

関連する
知的財産
論文 等

共同研究件数：30件（新潟大学の他、東京大学、大阪大学、日本医科大学、東邦大学、新潟医療福祉大学など）
発表論文・書籍：49件（開設～2023年６月現在）
詳しくは新潟大学医学部病理組織標本センターホームページ「当センターについて」をご覧ください。

アピールポイント つながりたい分野（産業界、自治体等）

・医学歯学 ・農学・食品関係
・分子生物学 ・理学研究
・医薬品研究 ・工業製品開発
など職域を超えた全ての試験研究分野

右上の写真の他にも様々な顕微鏡用標本作製
や染色、病理組織解析が可能です。ホームペー
ジのフォームからぜひお気軽にご相談ください。
https://www.med.niigata-u.ac.jp/pac/

医学部研究推進センター病理標本部門・臨床病理学
https://www.med.niigata-u.ac.jp/pac/
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顕微鏡用病理組織標本作製・病理解析 受託サービス
～ そのプレパラート、プロが作ります。 ～

※お問い合わせは 新潟大学社会連携推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

新潟大学医学部研究推進センター病理標本部門
は、ヒトやマウスなど哺乳類に限らずさまざまな
実験用動植物の試験研究用組織標本の受託作製及
びそれに関わる研究教育支援、研究教育用資料の
保存・管理を目的として、2015年9月に設立さ
れた公的共同研究施設です。

○受託内容
ヒトおよび各種実験用動植物のホルマリン固定
パラフィン切片作製、凍結切片作製、HE染色、
特殊染色、免疫染色、培養細胞の染色・撮影、実
験動物の解剖、病理専門医による病理解析、写真
撮影、組織イメージのバーチャルスライド
(whole slide image; WSI) 化、病理標本を使用し
た分子生物学的技術支援、論文作成支援

医療現場における病理診断・診療に日常的に従
事し、かつ遺伝子診断や分子生物学の知識も豊富
なスタッフによる形態解析を提供している点が全
国でほかに類をみない特徴です。

新潟大学の他、県内外の大学や研究所、企業な
ど日本全国から標本作製や病理解析を受託してお
り、多数の研究成果をあげています。

血栓性微小血管障害症 (TMA) のヒト病理解剖例の腎糸球体
の顕微鏡写真. 左からHE染色, PTAH染色, Martius Scarlet 
blue染色, IgM免疫染色

PAS染色 (粘液染色)
標本：ヒト大腸癌の粘液
が赤く染まっている様子

ベルリン青染色 (鉄染色)
鉄が青く染まる

標本：アスベスト小体

Oil red O染色
脂肪が朱色に染まる
標本：ヒト脂肪肝

Ziehl-Neelsen染色
結核菌が赤紫色に染まる
標本：結核菌を貪食した
ヒトマクロファージ

共通・他の領域
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